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 新DFSパタンに対して、無線LAN機器が著しいコスト上昇な

く対応可能かの調査を行いました。

 会員企業を通じて調査した結果は以下となりました。

対応可 ： 2社 （会員2社）

対応不可 ： 0社

確認未完了： 3社 （会員1社、非会員2社）

 以上の結果から、新ＤＦＳパタンへの対応は技術的には可能

な見通しです。

 ただし一部の機器を短期間で確認したため、 一部企業では

802.11ax規格化までに引き続き確認を行います。その結

果次第では施行から1年後までに新DFSパタンの見直しがで

きるよう要望します。


